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●
開
会
日
（
６
月
14
日
）

■
知
事
提
案
説
明
　
〜
４
つ
の
施
策
群
で
将
来
の
人
口
増
加
を
目
指
し
て
〜

　
尾
﨑
知
事
は
初
め
に
、「
５
月
１
日
に
元
号
が
令
和
に
改
ま
り
、
天
皇
陛
下
が
皇
位

を
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
慶
賀
に
た
え
な
い
。
こ
の
新
た
な
時
代
の
始
ま
り
を
受
け
、
県

と
し
て
も
、
改
め
て
県
勢
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
に
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
所

存
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、
当
面
す
る
県
政
の
主
要
な
課
題
に
つ
い
て
、「
高
知
県
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
は
、
将
来
の
人
口
増
加
を
目
指
し
て
、「
地
産
外
商
に
よ
り
雇
用
を
創

出
す
る
」「
若
者
の
県
外
流
出
の
防
止
と
県
外
か
ら
の
移
住
者
の
増
加
を
図
る
」「
特
に

出
生
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
中
山
間
地
域
の
若
者
の
増
加
を
図
る
」「
若
い
世
代
の
結

婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」の
４
施
策
群
に
取
り
組
み
、
好
循
環

の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。
今
後
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検
証
や
改
善
を
重

ね
、一
連
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
議
案
に
つ
い
て
、「
本
条
例
に
基
づ
き
、
県

政
上
の
意
思
決
定
に
至
る
過
程
な
ど
を
後
世
に
も
検
証
で
き
る
よ
う
、
文
書
の
作
成

や
保
存
、
公
文
書
館
へ
の
移
管
ま
た
は
廃
棄
な
ど
一
連
の
公
文
書
管
理
制
度
を
創
設

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、「
森
林
整
備
等
を
行
う
市
町
村
支
援
の
た
め

の
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
設
置
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク

の
活
性
化
へ
向
け
た
調
査
、
高
知
型
薬
局
連
携
モ
デ
ル
の
強
化
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨

で
被
災
し
た
県
道
川
之
江
大
豊
線
の
早
期
復
旧
な
ど
、
総
額
４
億
４
千
万
円
余
り
の

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
並
び
に
総
額
17

億
１
千
万
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為
の
追

加
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
提
出
し
た
」
と
述
べ
、
最
後
に
、
今
回
提
案
し
た

議
案
14

件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
を
採
決

　
議
員
派
遣
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
６
月
19
日
〜
21
日
）

■
第
15
号
令
和
元
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
の
追
加
提
出
（
６
月
19
日
）

　
新
た
な
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
関
す
る
補
正
予
算
が
追
加
提
出
さ

れ
、
尾
﨑
知
事
は
、「
佐
川
町
加
茂
の
地
質
調
査
や
基
本
設
計
、
長
竹
川
の
増
水
対
策

や
上
水
道
整
備
へ
の
支
援
な
ど
、
総
額
１
億
９
８
０
０
万
円
余
り
の
歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
並
び
に
総
額
６
７
０
０
万
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
提
案
す
る
も

の
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

■
新
た
な
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
論
議

　
８
名
の
議
員
が
、
新
た
な
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
や
新
規
就
農

者
の
支
援
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
６
月
24
日
・
26
日
）

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案
15

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
６
月
28
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
採
決

　
知
事
提
出
議
案
15

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
１
件

に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
派
遣
議
案
１
件
を
可
決
し
、

意
見
書
議
案
５
件
の
う
ち
４
件
を
可
決
、１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

主 な 内 容
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＊６月定例会

本会議の質問

主な審議の結果

常任委員会委員長報告要旨

＊委員会活動

常任委員会の動き

＊その他の記事

高知県議会が

南カリフォルニアを訪問

政務活動費の公開

＊お知らせ

９月定例会開催予定



６月定例会本会議の質問
質
問
者
（
質
問
順
）

六
月
十
九
日

明
神

　健
夫

上
田

　周
五

岡
田

　芳
秀

六
月
二
十
日

山
﨑

　正
恭

大
石

　
　宗

金
岡

　佳
時

六
月
二
一
日

西
内

　隆
純

三
石

　文
隆

明神　健夫
（自由民主党）

答

答

問

子
供
の
貧
困
問
題
に

対
す
る
学
校
で
の
対
応

答 問
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
の
予
算
削
減

答 問答 問

高
い
生
産
性
を
実
現
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

答 問問

南
国
市
の
国
営
緊
急
農
地

再
編
整
備
事
業
の
推
進

答

答

レ
ン
タ
ル
工
場
な
ど
の

ニ
ー
ズ
調
査

問
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問

心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の

土
日
の
開
所

答

答

大
学
等
修
学
支
援
法
の

県
立
大
学
生
へ
の
影
響

沿
岸
漁
業
無
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

問
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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南国市の農地の現状

建築士に向けた研修会の様子

答

̶2̶

　
　

教
育
長
　

家
庭
環
境
に
関

す
る
課
題
に
対
し
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
協

働
を
進
め
て
お
り
、
全
市
町
村

に
延
べ
97
人
配
置
し
て
い
る
。

　
　
新
潟
県
南
魚
沼
市
で
は
、

教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
家
族

の
ケ
ア
を
し
て
い
る
と
感
じ
た

児
童
生
徒
が
い
た
」
が
25

％
と

な
っ
た
結
果
を
受
け
、
校
内
会

議
で
情
報
を
共
有
し
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
に

つ
な
げ
て
い
る
。
子
供
の
教
育

を
受
け
る
権
利
を
守
る
取
組
と

し
て
、
本
県
の
学
校
で
の
貧
困

問
題
へ
の
対
応
状
況
を
聞
く
。

　
　

農
業
振
興
部
長
　

本
県
で

経
営
開
始
型
の
交
付
金
を
受
給

し
た
4
2
4
人
の
98
％
が
農
業

に
定
着
し
て
お
り
、
同
事
業
の

予
算
削
減
は
担
い
手
確
保
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
４
月
に
国
へ

緊
急
提
言
を
行
い
、
四
国
知
事

会
の
提
言
に
も
盛
り
込
ま
れ
る

そ
し
て
、
全
公
立
学
校
に
お
い

て
校
内
支
援
会
の
定
期
的
な
実

施
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り

専
門
的
で
適
切
な
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。
今
後
も
他
県
の

取
組
を
参
考
に
一
層
の
充
実
を

図
る
。

　
　
国
の
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
の
予
算
が
１
割
以
上
減

額
さ
れ
た
が
、
本
県
へ
の
影
響

と
今
後
の
対
応
策
を
聞
く
。

　
　

知
事
　

本
県
で
も
、
保

健
・
福
祉
や
有
害
鳥
獣
に
関
す

る
事
務
な
ど
、
市
町
村
へ
の
権

限
委
譲
を
進
め
て
き
た
が
、
人

口
減
少
対
策
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
な
ど
に
お
い
て
市
町
村

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
課
題
解
決
に

向
け
た
地
域
の
意
欲
と
知
恵
が

十
分
生
か
せ
る
よ
う
、
全
国
知

事
会
と
も
連
携
し
て
財
源
確
保

の
政
策
提
言
を
行
っ
た
。
今
後

も
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
基

づ
く
施
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
。

　
　
平
成
時
代
は
地
方
分
権
が

進
ん
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば

だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
住
民
に
一

番
身
近
な
市
町
村
の
創
意
工
夫

を
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の

財
源
も
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

農
業
振
興
部
長
　

Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
の
付
い
た
田
植
え
機
、
ラ

ジ
コ
ン
式
草
刈
り
機
な
ど
の
実

　
　
農
業
生
産
額
が
３
年
連
続

で
増
加
し
、
今
後
も
継
続
さ
せ

る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
注
目
が
高
ま

っ
て
い
る
。
本
県
の
今
後
の
取

組
を
聞
く
。

　
　

知
事
　

現
在
減
免
を
受
け

て
い
る
県
立
大
学
生
（
昨
年
度

は
全
額
免
除
が
1
0
5
名
、
半

額
免
除
が
69
名
）
が
新
制
度
で

は
対
象
外
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
拡
充
と
ト
ー
タ
ル
で
現
状
並

み
に
支
援
で
き
る
方
向
で
大
学

と
協
議
し
た
い
。

証
を
始
め
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
た
ユ
ズ
の
防
除
で
は
、

作
業
時
間
が
４
分
の
１
以
下
に

短
縮
さ
れ
て
い
る
。
実
証
圃
場

で
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
感
し
て

い
た
だ
き
、
省
力
効
果
が
確
認

さ
れ
た
技
術
を
速
や
か
に
導
入

し
て
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を

実
現
し
て
い
く
。

こ
と
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
他

県
と
も
連
携
し
て
必
要
な
予
算

の
確
保
に
努
め
る
。

　
　
大
学
等
修
学
支
援
法
の
授

業
料
減
免
と
給
付
型
奨
学
金
の

対
象
は
低
所
得
世
帯
で
あ
り
、

中
間
所
得
世
帯
へ
の
減
免
措
置

は
縮
小
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
現
在
減
免
を
受
け
て
い
る

県
立
大
学
生
の
措
置
は
後
退
し

な
い
か
。

　
　
南
国
市
の
国
営
緊
急
農
地

再
編
整
備
事
業
が
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
始
動
す
る
。
支
援
体

制
の
拡
充
も
必
要
と
考
え
る

が
、
県
の
役
割
と
意
気
込
み
を

聞
く
。

　
　

農
業
振
興
部
長
　

本
事
業

は
、
5
2
6
ha
の
圃
場
整
備
に
よ

る
優
良
農
地
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、

次
世
代
型
施
設
園
芸
の
拡
大
や
農

業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
な
ど
大
き

な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
事
業
だ
。

県
と
し
て
も
、
昨
年
度
は
国
営
農

地
整
備
推
進
監
を
配
置
し
、
本
年

度
は
圃
場
整
備
に
精
通
し
た
県
職

員
を
南
国
市
に
派
遣
す
る
な
ど
、

市
や
Ｊ
Ａ
の
取
組
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
る
。
今
後
は
、
来
年
４

月
以
降
の
本
同
意
の
徴
集
に
対
応

で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
。

　
　
大
き
な
建
屋
を
建
設
し
、
ス

ペ
ー
ス
を
小
間
貸
し
す
る
レ
ン

タ
ル
工
場
な
ど
の
新
た
な
仕
組

み
が
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力

向
上
に
有
効
だ
と
考
え
る
が
、
ま

ず
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開

所
が
平
日
と
第
二
土
曜
日
の
み

で
は
、
不
登
校
を
続
け
る
生
徒

が
、
住
む
場
所
や
経
済
的
な
事
情

で
専
門
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ

な
い
。
土
日
と
も
開
所
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

知
事
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
時
、
ま
ず
は
自
動
送
信

シ
ス
テ
ム
で
操
業
中
の
漁
船
に

津
波
警
報
な
ど
の
情
報
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
休
日
や
夜
間
で

も
、
無
線
通
信
の
資
格
を
有
す

る
職
員
が
直
ち
に
県
漁
協
本
所

に
参
集
し
、
双
方
向
通
信
に
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

商
工
労
働
部
長
　

小
規
模

事
業
者
の
連
携
や
協
業
は
、
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
や
生
産
性
の

向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
で
、

機
械
金
属
系
企
業
が
工
場
を
共

　
　

土
木
部
長
　

若
年
層
の
建

築
大
工
の
減
少
は
、
仕
事
量
の

減
少
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
に

取
り
組
み
、
耐
震
改
修
が
建
築

大
工
の
新
た
な
仕
事
に
定
着
し

て
い
る
。
引
き
続
き
耐
震
改
修

を
計
画
し
、
若
年
層
の
雇
用
に

つ
な
が
る
仕
事
量
の
確
保
に
取

り
組
む
。
ま
た
今
後
、
建
築
関

係
団
体
の
青
年
部
と
、
若
者
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
取
組

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
災

後
は
、
県
漁
協
本
所
を
キ
ー
局

と
し
て
、
沿
岸
の
漁
船
等
と
情
報

交
換
を
行
う
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
職
員
の
対
応
は
平
日
昼
間
の

み
、
夜
間
や
休
日
の
発
災
時
は
自

動
シ
ス
テ
ム
で
対
応
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
想
定
外
の
場
面
で
も

対
応
で
き
る
の
か
。

問

若
年
層
の
建
築
大
工
の

減
少
と
後
継
者
育
成

　
　
若
年
層
の
建
築
大
工
の
減

少
で
、
大
工
の
技
能
が
継
承
さ
れ

　
　

教
育
長
　

本
県
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
1
0
6
3
人
で
、

潜
在
的
な
相
談
ニ
ー
ズ
は
多
い

が
、
土
曜
日
の
平
均
相
談
件
数

は
2.2
件
と
な
っ
て
い
る
。
第
二

土
曜
日
の
開
所
を
広
く
県
民
に

お
知
ら
せ
し
、
利
用
率
の
変
化

や
県
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

開
所
日
数
増
や
日
曜
日
の
開
所

を
検
討
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、

高
知
市
か
ら
離
れ
た
地
域
で
も

身
近
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
東

部
と
西
部
に
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
の
設
置
も
検
討
し
た
い
。

☟

3ページ上段に続く

上田　周五
（県民の会）

（公明党）

山﨑　正恭

（一燈立志の会）

大石　宗

岡田　芳秀
（日本共産党）

市
町
村
の
創
意
工
夫
を

生
か
す
地
方
分
権
改
革

ず
、
震
災
時
の
復
旧
・
復
興
に
も

影
響
が
出
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

後
継
者
育
成
の
仕
組
み
が
検
討

で
き
な
い
か
。



土佐れいほく博オープニングの様子

植栽（再造林）の様子

答

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

紙
製
品
に
替
え
る
推
奨
活
動

　
　
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
カ
ツ
オ
資
源
へ
の
影
響
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
が

率
先
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
紙

製
品
に
替
え
れ
ば
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
の
ほ
か
木
材
需
要
の
拡
大

に
も
つ
な
が
る
。
県
を
挙
げ
て

紙
製
品
を
推
奨
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
知
事
　
観
光
が
移
住
の
有

力
な
入
り
口
と
な
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
龍
馬
パ
ス
ポ
ー
ト
や
観
光
ク

ラ
ス
タ
ー
、
自
然
＆
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。７
月

に
は
、
土
佐
れ
い
ほ
く
博
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
嶺
北
地
域
の

暮
ら
し
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
も
企

画
し
て
い
る
。
今
後
も
、
若
者
が
中

山
間
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
観
光
と
移
住
の
一
体
的
な
推

進
に
取
り
組
む
。

6月定例会 主な審議の結果

※各議員の賛否の状況は、県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（22議案）※同意を含む

知事提出議案（16議案）

予算議案（２議案）

・令和元年度高知県一般会計補正予算 ほか １議案

条例議案（９議案）

・高知県公文書等の管理に関する条例議案 ほか ８議案

その他議案（５議案）

・県有財産の出資に関する議案 ほか ４議案

議員提出議案（６議案）

意見書議案（４議案）

・地方財政の充実・強化を求める意見書議案 ほか ３議案

その他議案（２議案）

議員を派遣することについて議会の決定を求める議案 ほか １議案

●否決された議案（１議案）

意見書議案（１議案）

「女性差別撤廃条約選択議定書」の批准を求める意見書議案

9月定例会開催予定9月定例会開催予定9月定例会開催予定
９月19日

26日

27日

30日

10月１日

２日

３日

４日

７日

８日

10日

（木）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（木）

開会

質疑並びに一般質問

　　〃

　　〃

　　〃　　（一問一答）

　　〃　　（一問一答）

常任委員会

　　〃

　　〃

　　〃

閉会

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

【中継】

※日程は変更になる場合があります。傍聴の際には、議会事
務局議事課（TEL088－823－9534）までご確認ください。
※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の方法は県議会のホ
ームページにも掲載しています。

̶３̶

三石　文隆
（自由民主党）

　
　
高
知
県
管
理
職
教
員
組
合

の
元
書
記
長
に
よ
る
4
8
0
0

万
円
の
横
領
事
案
に
懲
役
３
年

の
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
が
、

こ
れ
で
終
止
符
が
打
た
れ
た
と

考
え
て
い
る
な
ら
県
民
へ
の
背

信
行
為
だ
。
高
管
教
は
公
の
場

で
て
ん
末
を
明
ら
か
に
し
、
謝

罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
元
書
記
長
の
横
領
に
対
す
る

高
管
教
の
説
明
責
任

（自由民主党）

西内　隆純

問

昨
年
の
行
幸
啓
等
で

感
じ
た
皇
室
の
存
在

答 　
　
昨
年
は
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

知
事
は
上
皇
陛
下
と
お
言
葉
も

交
わ
さ
れ
た
と
思
う
が
、
改
め
て

皇
室
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
た
か
。

　
　
知
事
　
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
を
明
治
1
5
0
年
と

い
う
節
目
の
年
に
本
県
で
開
催

で
き
た
こ
と
は
、
歴
史
上
の
縁

に
鑑
み
て
も
大
変
光
栄
で
あ
っ

答　
　
教
育
長
　
元
書
記
長
の
実

刑
確
定
で
刑
事
事
件
と
し
て
は
区

切
り
が
つ
い
た
が
、高
管
教
か
ら
は
い

ま
だ
説
明
と
反
省
が
な
さ
れ
た
状

況
に
な
い
。
昨
年
９
月
に
組
織
の
名

称
を
変
更
し
た
状
況
の
よ
う
だ
が
、

そ
の
理
由
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

法
的
な
責
任
は
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
道
義
的
に
は
県
民
へ
の
説
明

責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

答　
　
文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
長

　
昨
年
７
月
以
降
、
土
佐
中
高
に

11
回
、
清
和
女
子
中
高
に
７
回
訪

問
し
、
理
事
長
や
校
長
に
要
請
し

て
き
た
が
、現
時
点
で
実
施
さ
れ
る

と
い
う
話
は
な
い
。
学
習
指
導
要

領
は
法
規
の
性
格
を
有
し
、
私
立

学
校
で
も
当
然
指
導
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
た
め
、
引
き
続
き

粘
り
強
く
要
請
を
行
う
。

　
　
学
習
指
導
要
領
に
明
示
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

立
学
校
の
勝
手
な
判
断
で
入
学

式
や
卒
業
式
の
国
旗
掲
揚
と
国

歌
斉
唱
を
適
切
に
行
わ
な
い
土

佐
中
高
と
清
和
女
子
中
高
へ
の

要
請
状
況
と
そ
の
応
答
を
聞
く
。

問

私
立
学
校
の
国
旗
掲
揚

と
国
歌
斉
唱

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

中
山
間
地
域
の
観
光
と

移
住
の
一
体
的
な
推
進

　
　
農
林
業
体
験
な
ど
中
山
間

地
域
の
生
活
そ
の
も
の
を
感
じ

て
い
た
だ
く
観
光
は
、
極
め
て
有

効
な
移
住
施
策
で
は
な
い
か
。

金岡　佳時
（自由民主党）

答　
　
知
事
　
国
は
５
月
末
に
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
素
材
の

一
つ
と
し
て
紙
製
品
の
導
入
と

普
及
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

本
県
で
も
紙
製
品
へ
の
代
替
や

新
商
品
の
開
発
を
検
討
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
と
あ

わ
せ
て
少
し
で
も
木
材
の
需
要

拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
考

え
て
い
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

同
利
用
す
る
南
国
市
の
テ
ク
ノ

高
知
工
業
団
地
の
事
例
も
あ
る
。

レ
ン
タ
ル
工
場
に
も
同
様
の
効

果
が
期
待
で
き
る
が
、
希
望
す

る
事
業
者
数
や
継
続
的
な
利
用

な
ど
、
ま
ず
は
業
界
団
体
等
を

通
じ
て
県
内
企
業
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努
め
る
。

　
　
林
業
振
興
・
環
境
部
長
　

伐
採
面
積
に
対
す
る
再
造
林
の

割
合
は
約
４
割
と
な
っ
て
お
り
、

造
林
等
の
低
コ
ス
ト
化
と
森
林

所
有
者
の
経
営
意
欲
を
高
め
る

た
め
、
作
業
の
省
力
化
や
多
様

な
再
造
林
を
進
め
て
い
る
。
皆

伐
さ
れ
た
森
林
跡
地
へ
の
再
造

林
で
、
将
来
的
に
は
若
い
森
林

が
少
な
い
偏
っ
た
齢
級
構
成
の

改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

た
。
両
陛
下
が
、
沿
道
や
訪
問

先
に
お
い
て
、
お
体
へ
の
ご
負

担
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
、
県
民

一
人
一
人
に
丁
寧
に
お
手
振
り

を
な
さ
れ
た
こ
と
に
大
変
感
銘

を
受
け
た
。
日
本
国
及
び
日
本

国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
、
両

陛
下
を
い
た
だ
く
私
た
ち
は
誠

に
幸
せ
で
あ
り
、
皇
室
の
存
在

は
世
界
に
誇
る
得
難
い
存
在
だ

と
実
感
し
た
。

答 　
　
持
続
的
な
森
林
経
営
に
は
、

昭
和
30

年
か
ら
40

年
代
に
多
く

植
栽
さ
れ
た
人
工
林
の
齢
級
構

成
の
偏
り
を
小
さ
く
す
る
こ
と

も
不
可
欠
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
再

造
林
を
進
め
る
の
か
。

問

人
工
林
の
齢
級
構
成
と

再
造
林
の
推
進

政務活動費の公開政務活動費の公開政務活動費の公開

高知県議会が南カリフォルニアを訪問高知県議会が南カリフォルニアを訪問高知県議会が南カリフォルニアを訪問
　南加高知県人会創立110周年記念式典に出席

するため、７月18日（木）から23日（火）まで、桑名議長

を初めとする３名の県議会議員と県の執行部など総

勢14名でアメリカ（南カリフォルニア）を訪問しました。

　訪問中は、県人会の方が経営するレモン農園や日

系移民の歴史を学ぶ施設などを訪問し、日系移民の

現状や歴史について理解を深めるとともに、県人会

の皆様との交流や意見交換等を行い、本県と日系社

会との絆を一層深めることができました。

　高知県議会では、議員活動の透明性を確保するため、平成26年度から政務活動

費の収支報告、会計帳簿、領収書等を公開しています。

　閲覧を希望される方は、議事堂３階の図書室へお越しいただくか、県議会のホー

ムページをご覧ください。 スマホやタブレットでも
ご覧いただけます



̶4̶
「こうち県議会だより」の点字版・テープ版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9532）へ。

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■高知県公文書等の管理に関する条例議案について
執行部から、公文書の適正な管理を図ることによって県政の透明化を推進し、もって

県民への説明責任を果たし、県政が適正に運営されることを目的として制定するもの
であると説明があった。
委員から、公文書館の職員は専門性が求められるが、どのように人材育成を行って

いくのかと質疑があった。
執行部からは、国立公文書館が開催する研修に職員を派遣し人材育成を図ってい

る。また、国において公文書に係る資格の創設が検討されているので、そういった資格
を持った人材の育成と確保も検討していくと答弁があった。
委員から、公文書条例は民主主義の根幹にかかわる国民の知る権利を保障すると

いう点で非常に評価すべき内容となっていると考えるが、現在制定されている他県の条
例と比べてどのような点で独自性を持っていると言えるのかと質疑があった。
執行部からは、廃棄をするに当たってはまず実施機関の選定、次に公文書館長との

協議、最後に第三者機関である公文書管理委員会への諮問・答申と厳格な３重のチェ
ックをかけるルールを定めている点が本県独自のものと考えていると答弁があった。
委員から、これからは公文書の電磁的記録をどう正確に残していくのかが非常に重

要だと思われるが、どのように考えているのかと質疑があった。
執行部からは、現行でも電磁的記録取扱要綱によりメールや電子媒体で保存している

ものの取扱いを定めているが、条例の施行とあわせてこの要綱を改正し、厳格に取り扱っ
ていきたいと考えている。また、情報通信技術の進歩に合わせて知見も蓄えながら公文書
の電子化についても研究検討を行いたいと答弁があった。
委員から、公文書の移管・廃棄の妥当性

などを審議する公文書管理委員会を設置す
ることとなっているが、具体的にはどのようなメ
ンバーを考えているのかと質疑があった。
執行部からは、まず公文書管理法や公

文書館の運営に精通している国立公文書
館の方や情報公開、個人情報保護に造詣
が深い公文書開示審査会あるいは個人情
報保護制度委員会の委員からお願いをし
たいと考えている。さらに近現代を中心に歴
史を研究している県内博物館の方を考え
ていると答弁があった。

■医薬連携推進事業費について

執行部から、昨年度から取り組んでいる高知型薬局連携モデルの整備が、新た

な国の事業である薬局の連携体制整備のための検討モデル事業に採択されたこ

とにより、薬剤師派遣を要する地域活動と地域の薬剤師のマッチングを図る地域

活動強化システムを構築するなど、さらなる強化に向けて取り組むための経費であ

ると説明があった。

委員から、地域活動強化システムに登録する薬局を増やすことが重要だが、ど

れくらいの登録を目標としているかと質疑があった。

執行部からは、現在380ほどある保険薬局のうち、まず高知家健康づくり支援

薬局の認定を受けている約300の薬局には年度内に必ず登録していただき、残り

の薬局については、福祉保健所を通じて声かけを行うなどにより登録数を増やし

ていきたいと答弁があった。

委員から、地域ケア会議などに派遣される薬剤師が特定の者に固定化し、マッ

チングがうまくいかないという課題があるが、対応できる薬剤師は足りているのか

と質疑があった。

執行部からは、県内の薬剤師の総数としては、最近10年間で百名程度増えてき

ているが、地域的な偏在があり、中山間地域を中心にひとり薬局という所も多い。

そこを補うため、広域で薬局が連携し、地域を支えていく高知型薬局連携モデル

の取組を進めていると答弁があった。

委員から、薬局間の連携体制が整備できても、ひとり薬局が多い地域では、な

かなか地域ケア会議などに参加できないという話を聞くが、この点は体制強化を図

ることによって改善できる見込みかと質疑があった。

執行部からは、厳しい面はあるが、これまで各薬局に対する地域ケア会議など

への参加の呼び掛けが十分なものではなく、一方で機会があればぜひ参加したい

という薬局・薬剤師の声もいただいており、今回構築する地域活動強化システムを

活用して掘り起こしを行いたいと答弁があった。
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商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

■管理型産業廃棄物最終処分場について

執行部から、新たな管理型産業廃棄物最終処分場に関して、施設整備に向けた取

組及び地域住民の方の不安解消のための取組として、佐川町加茂における基本設

計や地質調査等を行うための経費であると説明があった。

委員から、県から佐川町及び佐川町議会に対して施設整備の受け入れの申し入れ

を行った後の２週間での受諾について、余りにも期間が短いのではないか。これまでせ

っかく丁寧に説明を行ってきたものが、時間がないということが表に立ってしまい、地域

住民の方 に々負担をかけているのではないかと質疑があった。

執行部からは、昨年12月以降、説明会や話し合いの場など３巡という形で設けさせ

ていただき、県としては説明を尽くさせていただいたと考えている。今後も住民の方々の

不安解消に向け対応するとともに、地質調査等の結果については節目節目で住民の

皆様に説明していく、また専門家の意見も聞きながら、よりよい施設整備を進めていける

よう取り組んでいくと答弁があった。

委員から、最終処分場の整備について、現施設が満杯となる期限が迫っている状

況であるため、県民生活に大きな支障を来すことのないよう、地域の方々の不安や不満

の声に対しては引き続き丁寧な対応をしていくとともに、しっかりと説明を行い理解を得

た上で前向きに進めていってもらいたいとの意見があった。

委員から、整備に向けた今後の取組として、地域振興策はどのような要望が挙がっ

ているのかと質疑があった。

執行部からは、現在佐川町において住民の方々から確認書への意見を集約してい

るところである。住民の方々の要望を踏まえた確認書案を提示いただき、内容を検討し

た後、地域振興策の要望を住民の方々から出してもらい、町に取りまとめていただいた

上で協議の場を設けて具体化を図っていくことを考えていると答弁があった。

委員から、さまざまな条件、科学的な見地から選定したとはいえ、地元からは仁淀川

流域に二つ目の施設ができるとの声が出ていることを重く受け止め、仁淀川流域全体

が良くなってきたと思えるよう、県としてさまざまな取組を進めてもらいたいとの意見があっ

た。

執行部からは、国への国道の交通安全対策の要望や河川対策を土木部と連携を

取りながら取り組んでいくとともに、引き続き県を挙げて地域振興策に対応していくと答

弁があった。

■手結港海岸緑地公園活性化事業委託料について

執行部から、県中部エリアの観光拠点となるヤ・シィパークの活性化に向けた調査を
行うための経費であると説明があった。
委員から、ヤ・シィパークの活性化のため調査を委託するということだが、最終的にど

れぐらいの規模になるのか。また、地元との協議なども含めて色 な々取組をしていくこと
になるが、どういうところが調査をするのかと質疑があった。
執行部からは、ヤ・シィパークの整備は新たに造成などをするわけでなく、既存の施

設などを活用しながらの整備を考えている。８月中旬に
は委託契約を行い、12月には成果品として、費用対効
果等を含めた施設の規模、種類などグランドデザイン
に沿った戦略を組めるのかどうかも含めた調査結果を
求めたいと考えている。委託先については、全国から
一般公募でプロポーザル方式を考えており、基本的に
は経験を有するコンサルタントにお願いしたいと考えて
いる。また、香南市や民間団体も入っている協議会を
立ち上げているので、委託先にはこの協議に加わって
もらい、地元の意見を吸い上げて進めていくと答弁が
あった。
■リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン～の取組状況について

執行部から、このキャンペーンでは、歴史、食に次ぐ柱として、自然体験型の観光資
源を磨き上げ、新しい観光事業を創出し、中山間地域の振興とインバウンドの誘致拡
大につなげる取組を進めていると説明があった。
委員から、自然体験は事故がつきもので非常にリスクもある。一方で事故を防止する

ための取組は体力のない運営者だと手薄になることが考えられるが、県として応援を
する仕組みが必要ではないかと質疑があった。
執行部からは、安全管理の部分は非常に大事で、現在アドバイザーの方に入っても

らい、安全確認事項の点検など個別に実施しているが、今後安全対策の研修会を企
画するなど取組を強化していきたいと考えていると答弁があった。
委員から、アクシデントの後に対応が十分できることが大きな信頼につながるので、そ

こはしっかり議論していただきたいとの要請があった。

令和2年度の開館を目指して整備中の公文書館

■総務委員会

６月24日、26日（６月定例会中）

付託された９件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

意見書案２件を審査。

７月29日

出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

常任委員会の動き（６～７月）

■危機管理文化厚生委員会

６月24日、26日（６月定例会中）

付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

意見書案３件を審査。

７月29日

出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

■商工農林水産委員会

６月24日、26日（６月定例会中）

付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

７月29日

出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

■産業振興土木委員会

６月24日、26日（６月定例会中）

付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

意見書案１件を審査。

７月29日

出先機関等の調査事項の取りまとめについて。

上空から見たヤ・シィパーク


